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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 4,777 △8.9 △6 － △11 － △10 －

2024年３月期第３四半期 5,244 9.4 512 △3.2 519 △3.5 357 △2.7

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 △2.26 －

2024年３月期第３四半期 80.91 80.82

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 5,524 2,464 44.6

2024年３月期 5,754 2,548 44.3

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 2,464百万円 2024年３月期 2,548百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 15.00 15.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期（予想） 15.00 15.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,715 △5.3 155 △74.4 150 △76.5 130 △74.5 29.38

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（2）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 4,426,000株 2024年３月期 4,426,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 2,957株 2024年３月期 187株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 4,424,358株 2024年３月期３Ｑ 4,420,607株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間における世界経済は、欧米におけるインフレの鈍化や中央銀行による政策金利の引き下

げが行われるなど、景気のソフトランディングに向けた動きが見られます。一方、中国では不動産市場の低迷が

長期化し、ロシア・ウクライナや中東情勢も依然として不安定な状況が継続し、経済の先行きは不透明な状況で

推移しました。国内経済においては、雇用・所得環境の改善による個人消費の回復やインバウンド需要の増加等

の動きもあり、景気全体としては緩やかな回復基調で推移しました。半導体市場においては、生成AIの活用拡大

に伴うサーバーやデータセンター向け需要が市場の伸びを大きく牽引しましたが、パソコンやスマートフォン、

車載向け等の需要は低調に推移しました。

　このような環境の中、電子システム事業においては、車載用半導体の市場在庫充足による生産調整局面が続

き、バーンインボードを中心とする半導体後工程商材の受注が大きく減少しました。一方で新たな商材としてAI

製品向けバーンインボードの納品実績を作る事ができました。また、カスタムバーンイン装置では主要顧客での

既存装置からの置き換えが一巡し、踊り場の状況が継続する中、次世代機としての新仕様装置の顧客要求内容を

具体化する事で、下期後半での開発着手に向けた準備を加速しました。産業機器向け製品では、車載機器向け専

用計測器が上期実績に対し、仕向け、用途が変化した事により１台あたりが安価な構成品が中心となり受注額が

大きく減少しましたが、一方で非車載計測機器開発案件の具体的作業に着手しました。前事業年度の第４四半期

より新たな拠点となった福島製造部については新規顧客の開発案件に着手すると共に、来期量産案件を確保・拡

大すべく取り組みを継続しました。

　マイクロエレクトロニクス事業においては、アナログLSI設計受託売上の安定化に向けて、センサー半導体に

注力するとともに、自動車分野等の電源、組み込みメモリ設計に注力しています。デジタルLSI設計受託につい

ても好調な自動車分野向けデジタル設計に注力しています。また、画像系IP販売とデジタル系の設計受託を推進

するためのFPGAボードを活用したプラットフォームを準備しました。今後、このプラットフォームを活用した

IP、設計受託の拡販活動を進めて参ります。一方、業界における旺盛な半導体需要のために設計人材の確保が難

しい状況は続いていることから、海外技術者の採用も積極的に進めて参ります。

　製品開発事業においては、インフラ、産業、医療分野で引き続き販売活動を進めています。インフラ分野の一

つである国内ATMの市場は減少してきていますが、セルフレジなどは、市場により濃淡があります。今後の市場

拡大に向けて、欧州での製品拡販も進めています。また、新たな市場ニーズにお応えするため200万画素LANカメ

ラ、150万画素グローバルシャッターMIPIカメラやAIソリューション向け製品の後継機を開発し、製品のライン

ナップ増強を進めています。医療・介護向けカメラシステムの製品化開発については若干の遅延が発生しまし

た。

　これらの結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高4,777,472千円（前年同四半期比8.9％減）とな

り、営業損失は6,950千円（前年同四半期は営業利益512,109千円）、経常損失は11,372千円（前年同四半期は経

常利益519,013千円）、四半期純損失は10,015千円（前年同四半期は四半期純利益357,674千円）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

ａ．電子システム事業

　電子システム事業は、車載用半導体の市場在庫充足により主要顧客の生産調整が続く中、設備投資が抑

制・凍結局面となっており、車載向けバーンインボード受注の減少傾向が継続しました。また、車載向け専

用計測器も仕様・仕向けが変わる事により、受注額が大きく減少しました。

　これらの結果、電子システム事業は、売上高は2,159,357千円（前年同四半期比14.8％減）、セグメント

営業損失は60,816千円（前年同四半期はセグメント営業利益341,393千円）となりました。

ｂ．マイクロエレクトロニクス事業

　マイクロエレクトロニクス事業は、旺盛な半導体需要に支えられアナログ半導体の設計需要は堅調に推移

しています。アナログLSIにおいては、自動車向けのパワー半導体や高速インターフェースを主体としたア

ナログ設計受託が順調に推移しました。デジタルLSIにおいても自動車向けのデジタル設計受託に注力して

いますが、マイコン系のデジタル設計テーマが一段落した事により設計受託規模が減少しました。IPのロイ

ヤリティーは堅調に推移しました。

　これらの結果、マイクロエレクトロニクス事業は、売上高は1,567,401千円（前年同四半期比0.5％減）、

セグメント営業利益は135,776千円（前年同四半期比29.4％減）となりました。

ｃ．製品開発事業

　製品開発事業は、国内ATM向けカメラやオフィスの顔認証システム向けセンシングカメラが減少し、カメ

ラ製品の受託開発も軟調でした。一方、カードゲーム向けセンシングカメラは好調でした。また、車両向け
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カメラの計画外での需要もありましたが、販売減をリカバリーするまでには至りませんでした。今後の商品

に利用されるカメラサンプルの販売は増えています。

　これらの結果、製品開発事業は、売上高は1,050,713千円（前年同四半期比7.5％減）、セグメント営業損

失は81,910千円（前年同四半期はセグメント営業損失21,502千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は、5,524,902千円となり、前事業年度末に比べ、229,615千円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金が148,949千円、無形固定資産が20,215千円、仕掛品が19,732千円、

原材料及び貯蔵品が13,159千円増加した一方、受取手形、売掛金及び契約資産が316,881千円、製品が77,619千

円、電子記録債権が26,489千円、投資その他の資産のその他が22,622千円減少した影響によるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は、3,060,212千円となり、前事業年度末に比べ、145,776千円減少

いたしました。これは主に、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が194,927千円、短期借入金が

100,000千円、退職給付引当金が29,139千円増加した一方、賞与引当金が129,414千円、支払手形及び買掛金が

122,414千円、未払法人税等が118,662千円、流動負債のその他が97,672千円減少した影響によるものでありま

す。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、2,464,689千円となり、前事業年度末に比べ、83,838千円減

少いたしました。これは主に、利益剰余金が76,402千円減少したことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は44.6％（前事業年度は44.3％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社は、2024年11月11日に公表した「通期業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおり、2025年３月期

通期業績予想を下方修正しております。当該下方修正値に対する当第３四半期累計期間の進捗は低調な実績とな

りましたが、当第４四半期会計期間の業績見通しを現在精査中であることから、現時点では2024年11月11日に公

表した予想を据え置くことといたします。今後、業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表いたしま

す。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 508,549 657,498

受取手形、売掛金及び契約資産 1,783,036 1,466,155

電子記録債権 183,678 157,189

製品 271,685 194,066

仕掛品 175,108 194,840

原材料及び貯蔵品 765,927 779,086

その他 149,740 161,894

流動資産合計 3,837,727 3,610,731

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 550,723 545,334

土地 465,028 465,028

その他（純額） 172,244 181,525

有形固定資産合計 1,187,997 1,191,888

無形固定資産 253,524 273,739

投資その他の資産

繰延税金資産 334,397 330,292

その他 140,871 118,248

投資その他の資産合計 475,268 448,541

固定資産合計 1,916,789 1,914,170

資産合計 5,754,517 5,524,902

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 512,157 389,743

短期借入金 250,000 350,000

１年内返済予定の長期借入金 116,737 139,968

未払法人税等 126,128 7,465

賞与引当金 241,065 111,651

受注損失引当金 25,394 26,744

その他 722,512 624,839

流動負債合計 1,993,994 1,650,411

固定負債

長期借入金 178,391 350,087

退職給付引当金 894,291 923,430

資産除去債務 110,000 110,000

その他 29,311 26,282

固定負債合計 1,211,994 1,409,800

負債合計 3,205,988 3,060,212

純資産の部

株主資本

資本金 421,739 421,739

資本剰余金 352,667 352,667

利益剰余金 1,740,883 1,664,480

自己株式 △582 △582

株主資本合計 2,514,707 2,438,305

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33,820 26,384

評価・換算差額等合計 33,820 26,384

純資産合計 2,548,528 2,464,689

負債純資産合計 5,754,517 5,524,902

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 5,244,080 4,777,472

売上原価 3,810,634 3,848,674

売上総利益 1,433,445 928,798

販売費及び一般管理費 921,335 935,748

営業利益又は営業損失（△） 512,109 △6,950

営業外収益

受取利息 1 5

受取配当金 1,728 2,317

仕入割引 159 42

補助金収入 2,973 1,798

資材売却益 1,576 5,051

為替差益 1,934 －

その他 3,238 1,842

営業外収益合計 11,612 11,057

営業外費用

支払利息 2,717 4,554

為替差損 － 4,094

株式交付費償却 1,319 －

譲渡制限付株式関連費用 － 5,351

その他 671 1,479

営業外費用合計 4,708 15,480

経常利益又は経常損失（△） 519,013 △11,372

特別利益

固定資産売却益 － 528

投資有価証券売却益 － 8,585

特別利益合計 － 9,113

特別損失

固定資産除却損 0 238

特別損失合計 0 238

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 519,013 △2,497

法人税、住民税及び事業税 127,298 2,420

法人税等調整額 34,040 5,096

法人税等合計 161,338 7,517

四半期純利益又は四半期純損失（△） 357,674 △10,015

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 72,146千円 105,763千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期損益

計算書
計上額

電子システム
事業

マイクロ
エレクトロ
ニクス事業

製品開発
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 2,533,505 1,575,024 1,135,550 5,244,080 － 5,244,080

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,533,505 1,575,024 1,135,550 5,244,080 － 5,244,080

セグメント利益又は損失

（△）（注）
341,393 192,218 △21,502 512,109 － 512,109

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期損益

計算書
計上額

電子システム
事業

マイクロ
エレクトロ
ニクス事業

製品開発
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 2,159,357 1,567,401 1,050,713 4,777,472 － 4,777,472

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,159,357 1,567,401 1,050,713 4,777,472 － 4,777,472

セグメント利益又は損失

（△）（注）
△60,816 135,776 △81,910 △6,950 － △6,950

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は四半期損益計算書の営業損失と一致しております。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月13日

株式会社シキノハイテック

取締役会　御中

仰星監査法人

　東京事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 岩渕　誠

指定社員
業務執行社員

公認会計士 中山　孝一

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社シキノハイテックの2024年

４月１日から2025年３月31日までの第53期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月１日から2024年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務

諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用

されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなか

った。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューに

おける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従っ

て、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半

期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に

関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株

式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２

項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期

中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に

関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定

的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第

４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して

作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ

ー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
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